
「兄弟の支え」 

私が教員になってからはや 4 ヶ月が過ぎようとしています。さて私がなぜ教員を目指してきた

のか。それは兄弟の存在があったからだと思います。私には常日頃から正しい道を示してくれる

兄、いろいろなことで僕とたくさん接してくれた弟がいます。そんな環境だったからこそ私も人

のためになる仕事がしたいと思い、教員を志望するようになりました。 

ここで私の専門である歴史について話をしましょう。皆さんもご存知の通り、吉田松陰は松下

村塾で明治維新の時に活躍した藩士たちを育成し、幕末の日本に大きな影響を与えた山口の偉人

です。そんな彼は 7 人兄弟の次男であり、梅太郎という唯一の兄がいます。梅太郎は松蔭が政治

などで家に帰れない中、兄弟の世話をしてくれたそうで、松蔭の大きな支えとなったそうです。 

このように兄弟で助け合う心を広く捉えて、1 人 1 人が厚保中生徒のために行動できるそんな

人間になってほしいと思います。2 学期も行事が多く忙しいですが、頑張っていきましょう。 
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千里の行も足下より始まる    校長 西 村 睦 人 
  

 本校は運動会を９／２（土）に予定しています。コロナ禍の３年間を経て、ようやく

制限のない運動会が実施できることを大変うれしく思っています。ぜひ多くの方々に

御来校いただいて生徒の頑張りを観ていただきたいと思っています。 

 さて、この時期になると毎回思い出すことがあります。私が若い頃に保健体育をメ

インで教えていた時のことです。運動会のためにグラウンドでラインを引いていると、

先輩の先生が近寄ってきて「西村先生、ラインを引くときに足下ばかりを見ていると、

なかなかまっすぐ引けないよ。その延長線上にある木々やフェンスの支柱など遠くに

目標を決めて、そこを見ながらラインカーを押すとうまく引けるんだよ。」とアドバイ

スしてくださいました。その言葉を聞いて、そんなはずはと後を振り返ってみると…。

自信をもってまっすぐ引いていたつもりのラインは大きく波打っていて、とても恥ず

かしい思いをしました。でも、その後、その教えを受けてラインを引いてみると、自分

でもびっくりするほどうまく引けるようになってとてもうれしかったことを覚えてい

ます。 

 上記のことわざは「老子」六四章「千里之行始於足下」からきています。どんな遠大

な計画も、手近なところの実行から始まるという意味ですが、私たちの生き方もライ

ンを引く作業と同じように目標を決めて、自分の足で一歩ずつ進んで行くことが大切

です。人は時に失敗をすることもありますが、もう一度立ち返ってあらためて目標を

見据えて、まっすぐにラインカーを進めて行けばよいのだと実感しています。 

 

 

 

 

 

 
 

 

重田先生からのメッセージ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の主な行事予定 

２日(土) 厚保中運動会 

４日(月) 振替週休日 

５日(火) 1，2 年夏休み課題テスト 

12 日(火) 厚保地区敬老会 

16 日(土) 市新人大会 

18 日(月) 敬老の日 

19 日(火) 認知症サポーター講座 

20 日(水) 第 4 地区英語暗証・弁論大会 

22 日(金) 育友会役員会，学年委員会 

23 日(土) 秋分の日 

27 日(水) 高齢者と中学生のジオカッション 

29 日(金) 英検 

大人と子どものディスカッション 

厚保中運動会のお知らせ（再掲） 

 文部科学省学校安全総合推進事業のモデル地域に厚保中学校区が指定されている
ことを受け、７月２８日（金）にあつ校区内フィールドワークを行いました。 
 参加者は厚保小５，６年生児童と厚保中生徒全員、教職員、見守り隊を含む地域
の方々、駐在所・市教委・学校安全アドバーザーの方々で、地区別のグループに分
かれて、６月末に作成した安全マップをもとに、通学路の危険箇所等を目視しなが
らチェックするという活動を行いました。 
 児童生徒が毎日普通に通っている通学路ですが、冷静な目で見てみると交通・防
犯・防災面で様々な危険が予想されることに気付きました。 
 蒸し暑いの中でのフィールドワークでしたが、今回の学びを今後の身の安全確保
にしっかりと生かしていってくれると思います。 

学校安全フィールドワーク 

 ８月７日（月）に厚保小中合同学校運営協議会の位置づけのもと、「大人と子ど
ものディスカッション」を厚保小学校において開催しました。厚保小学校児童５，
６年生児童、厚保中学校生徒会役員生徒、教職員及び学校運営協議会委員の４６名
が参加し、６グループに分かれてグループワーク(熟議)を行いました。 
 全体テーマは「厚保と私とこれから」とし、Part１では、『厚保のいいところ』、 
Part２では『どんな大人になりたい？』『育てたい子ども像は？』について、子ど
もも大人も真剣に思いや考えを述べ合い、グループとしてまとめていきました。 
 自然に恵まれ、人に優しく、栗を始めとする特産物もある魅力的な厚保地域のも
とで、将来の夢やめざす人物像等について語り合うことができ、とても有意義な時
間を共有することができました。 

 ９月２日（土）８：３０から本校の運動会

を開催いたします。スローガン「我らの思い

で火花を散らせ～集え厚保中魂～」のもと、

全校生徒が一丸となって、熱気あふれる様々

な演技を披露いたします。 

 地域の皆様には、お 

忙しいとは思いますが 

生徒たちの頑張る姿を 

しっかりとご覧いただ 

きたいと思います。 

是非御来場ください。 

 


